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令和４年度事業報告 
    

■公益目的事業 

 

 

◆助成顕彰事業（第 14回） 

「創造する伝統賞」の主催（定款 第 4条 第 1項 第 2項） 

  

2022年度助成顕彰事業として「創造する伝統賞」募集を行い、2022年 9月 1日に選考委員会

を開催。2022年 10月 7日の理事会の決議を経て 2名に授与した。 

 「第 14回創造する伝統賞」 賞金各 100万円  

○ 坂井直樹（さかいなおき）49 歳 金属造形作家 東北芸術工科大学 美術科 准教授 

○ 株式会社くさかんむり 茅葺き職人集団 設立 2019年 6月（代表者：相良育弥 42歳）  

 

1. 対象 

日本の伝統文化及び現代芸術の広い分野を対象とする。国籍不問。 

 

2. 募集応募概況 

発 送 先：美術館・博物館・新聞社・雑誌・大学・財団役員他関係者・文化藝術の会会員

歴代助成顕彰関係者・歴代奨学生・評論家・画廊・資料請求者 ほか 

発 送 数：1,267 通 

告  知：WEBサイト（ホームページ、SNS 等）、会報、邦楽ジャーナル、美術の窓、 

月間美術 ほか 

応募総数：27件（一般公募 14 件、推薦応募 13件） 

 

3. 選考委員会 

開催日時：2022 年 9月 1日 13：30～15：30 

開催場所：京都芸術大学 望天館 2F 会議室 

出 席 者：古山正雄委員長、池内務委員、大野木啓人委員、唐澤昌宏委員、 

倉方俊輔委員、茂手木潔子委員 

役 員：北村誠常務理事（オブザーバー） 

事 務 局：事務局員 4名 

選考方法：事前に選考委員に全応募者の資料（申請書類、映像、音源、スキャンしてデータ

化したポートフォリオ・書籍等資料）をオンラインで共有（希望者には印刷したも

のを送付）し、閲覧を依頼。事前審査による候補者を会議前に回収、集計した。

多く票数の集まった応募者について票を入れた委員が意見を述べた。次に票

数の集まった応募者について票を入れた委員が意見を述べた。その他、票を入

れた応募者のうち、特に推薦したい応募者についてそれぞれ意見を述べ、資料

を閲覧した。同分野で票の入った応募者の資料を見比べ、審議し、満場一致で

2 名の授賞候補者を選出した。 

 

4. 理事会の決議 

2022年 10月 7日の理事会で、選考委員会より選出された 2名への「創造する伝統賞」授

与を決議した。 

 

5. 授与式典の開催 

開催日時：2023 年 2月 14 日（火）15：45～18：00 
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開催場所：明治記念館（曙の間） 

出 席 者：[受 賞 者]  坂井直樹、株式会社くさかんむり代表・相良育弥 

[助成顕彰選考委員]  古山正雄委員長、大野木啓人委員、唐沢昌宏委員、 

池内務委員 

[奨学金選考委員] 椿昇委員、成田宏紀委員、杉浦幸子委員、近藤健一委員 

[役     員] 德山豊理事長、北村誠常務理事、吉村七重理事、 

栗本徳子理事、石井博康理事、 

安孫子正評議員、脇田直枝評議員、志村文衛監事、 

佐藤禎一顧問 

[来     賓] 文化庁 山田素子参事官 

 

内  容：理事長挨拶、来賓祝辞、創造する伝統賞選評、賞状・賞金目録の授与、日本文

化藝術奨学金選評、奨学金証書・目録の授与、奨学生活動紹介、授賞者活動紹

介、授賞者活動展示、奨学生活動展示 

 

6. 賞金の授与 

2023年 2月 本人名義の口座に振込にて授与 

 

7. 授賞者の紹介 

リリースの発行（関係各所への発送および当財団 WEBサイトで公開） 

   授賞者紹介の小冊子を作成し関係者へ送付 

   紹介動画を WEB サイトで公開 

 

 

◆育英事業 

芸術系大学等に在学する学生及びその他の学生に対する奨学金の給付（定款 第 4条 第 3項） 

 

(１) 日本文化藝術奨学生                  

2022 年度育英事業として「日本文化藝術奨学生」の募集を行い、2022 年 9 月 13 日に選考委

員会を開催。2022年 10月 7日の理事会の決議を経て、12名を奨学生として決定した。 

 

 日本文化藝術奨学金 各 50万円 

○小林由  （こばやしゆい）   22歳   東北芸術工科大学  

大学院芸術工学研究科   
○添田賢刀 

   
（そえたけんと）   28歳   東北芸術工科大学  

大学院芸術工学研究科   

○WENG SUMAN 
   

（おうそまん） 27歳   東京造形大学  

大学院造形研究科 

○岡ともみ   （おかともみ）   30歳   東京藝術大学  

大学院美術研究科 

○金路 （きんろ）   31歳   東京藝術大学  

大学院美術研究科 

○鈴木初音 （すずきはつね）   27歳   東京藝術大学  

大学院美術研究科 

○西毅徳 

 

（にしたかとく） 32歳 東京藝術大学  

大学院美術研究科 
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○伊藤きく代 （いとうきくよ） 23歳 京都市立芸術大学  

大学院美術研究科 

○高田沙織 （たかださおり） 35歳 京都市立芸術大学  

大学院美術研究科 

○簡維宏 （かんいこう） 29歳 京都芸術大学  

大学院芸術研究科 

○又吉紘士 （またよしひろし） 22歳 沖縄県立芸術大学  

大学院造形芸術研究科 

○寺田健人 （てらだけんと） 31歳 横浜国立大学  

大学院都市イノベーション学府  

 

 

1．対象者 

次の条件を充たし、文化・芸術の分野で将来にわたり活動が期待され、才能・可能性が認

められる者 

(１) 国内の芸術系大学の大学院に就学しており、かつ次年度在籍予定者であること 

(２) 学業成績、生活態度共に優秀で、健康な学生であること 

※ 対象の大学は、国内の芸術系の大学・大学院で実技部門を設けている大学とする。 

ただし別途定める指定校は対象とする。 

 

2．募集応募概況 

募  集：大学院生 12 名  奨学金 １年間 50万円の給付 

募集期間：2022 年 6月 1日から 2022年 6月 15日（当日消印有効） 

申請書類：①奨学生願書 ②推薦書 ③成績証明書 ④在学証明書 

応募状況：応募総数 51名（うち選考対象外 1名、辞退１名） 

 金沢美術工芸大学（昨 0→今 4）・京都芸術大学（昨 2→今 8）からの出願が増加 

 武蔵野美術大学からの出願が少ない（1 件） 

 

3．選考委員会 

開催日時：2022 年 9月 13 日（火） 14：30～16：00 

開催場所：京都芸術大学 外苑キャンパス 

出 席 者：寺脇研委員長、椿昇委員、近藤健一委員、杉浦幸子委員、三瀬夏之介委員、 

池内務委員、北村誠常務理事（オブザーバー） 

欠 席 者：無し 

事 務 局：事務局員 3名 

○選考資料  

・ 日本文化藝術奨学金 学校別応募人数 

・ 日本文化藝術奨学金 学校別過去の受給者数 

・ 応募者資料（応募書類一式） ※事前共有 

・ 応募者資料（ポートフォリオ等参考資料） ※スキャンしたものを共有 

        ○選考方法 

・ 事前に選考委員に全応募者の資料（申請書類、映像、スキャンしてデータ化した

ポートフォリオ・書籍等）をオンラインで共有し、閲覧を依頼。 

・ 事前審査による候補者を会議前に回収、集計した。 

今年度から、加藤定奨学金の受給を停止し、その原資を日本文化藝術奨学金に充当す

るため、従来の 6 名に、4 名を追加。また、日本文化藝術奨学金事業積立金より 2 名の
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追加を行い、今年度奨学金受給者 12 名の候補者を選出することが、事務局より報

告された。 

・ 多く票の集まった応募者について、票を入れた委員が意見を述べた。 

・ 同一大学からの複数受給を避けるため票数の多く集まった東京藝術大学から候補

者をまず 4名選出した。 

・ 次に票のあつまった応募者について、票をいれた委員が意見を述べた。 

・ 東京藝大以外で票数の多い候補者について審議し、6名を選出した。 

・ 次に票が多かった候補者のうち、類似分野の候補者を比較し、各委員が意見を述べ

た上で審議し、満場一致で 2名を選出した。 

 

4．理事会の決議 

2022年 10月 7日の理事会で、選考委員会より選出された 12名に奨学金授与を決議した。 

 

 

5．授与式典の開催 

開催日時：2023年 2月 14 日（火）15：45～18：00 

開催場所：明治記念館（曙の間） 

出 席 者：[奨 学 生]  小林由、添田賢刀、岡ともみ、金路、鈴木初音、西 毅徳、 

伊藤きく代、高田沙織、簡 維宏、又吉紘士、寺田健人 

[助成顕彰選考委員]  古山正雄委員長、大野木啓人委員、唐沢昌宏委員、 

池内務委員 

[奨学金選考委員] 椿昇委員、成田宏紀委員、杉浦幸子委員、近藤健一委員 

[役     員] 德山豊理事長、北村誠常務理事、吉村七重理事、 

栗本徳子理事、石井博康理事、安孫子正評議員、 

脇田直枝評議員、志村文衛監事、佐藤禎一顧問 

[来     賓] 文化庁 山田素子参事官 

 

内  容：理事長挨拶、来賓祝辞、創造する伝統賞選評、賞状・賞金目録の授

与、日本文化藝術奨学金選評、奨学金証書・目録の授与、奨学生活

動紹介、授賞者活動紹介、授賞者活動展示、奨学生活動展示 

6．奨学金給付 

2023年 2月 前期分として給付金の半額を本人名義口座に振込にて給付 

2023年 7月 後期分として給付金の残金を本人名義口座に振込にて給付 

※WENG SUMANは、奨学生決定後休学した為、給付を復学後に行う。（稟議書にて決済済み） 
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◆文化芸術普及活動事業 

自主企画公演、展示・体験活動・セミナー・映画上映・演奏会等の文化祭の開催、ホームペ

ージでの情報発信、及び実施事業の記録（定款 第 4条 第 4項 第 5項 第 6項） 

              

1. 「創造する伝統 杜の中の文化祭」 
これだけは知っておきたい「画墨の基礎知識」 
開催日：2022年 11月 5日（土） 
講 師：青木芳昭（第 8回創造する伝統賞授賞者） 
場 所：京都芸術大学 外苑キャンパス 
参加者：19名 
 

 
2. WEB での告知、情報公開等 

・文化藝術の会入会案内、受付 

・これまでの助成顕彰事業授賞者、奨学生の最新の活動情報の発信 

 

ホームページ  http://jp-artsfdn.org 

Facebook     https://www.facebook.com/jparts.fdn 

Instagram    https://www.instagram.com/japanarts.fdn 

Twitter      http://twitter.com/jpartsfdn 

 
 

3. 文化藝術の会の運営 
 賛助会員システム（WEB 管理システム）の運用 
 新規登録、継続登録の受付 
 会報発行 

 


